20120902　1部礼拝

 地球最高の出来事(ルカ13:10-17)
ある映画の中にこのような話がありました。囚人の人たちが脱獄するために綿密に計画を立てます。練りに練って最高のベストなプランを導きだして、看守の目を避けて毎日少しずつ穴をあけるようにします。ものすごく頑張って命がけでやり、もうまもなく反対側の穴が開く頃になりました。皆ドキドキして今までの苦労が報われるようになるだろうと思いながら最後の穴を開けました。しかし、そこから身を出して出てみたら刑務所の敷地内でした。方向が間違っていたのです。そこでもうがっかりして、また最初からやり直すか、どうするか、もうあきらめるかという内容の映画を見た覚えがあります。彼らは脱獄を図ったのですが最終的に虚しくなってしまいました。努力をしていないわけではありません。一生懸命、命がけで頑張りました。しかも、危険を覚悟してやったのですが、結果はそういうことになってしまいました。これがただの脱獄の話だけでも虚しいのに、もし私たちの人生がこのようなものになれば、なんと悲しく、虚しいことでしょうか。一生懸命頑張るか、どれほど努力するか、どんな計画とプランを持ってどうするか、それも大切な内容でしょうが、その前にまず何に向かって、どこに向かって、なぜ、それが先ではないでしょうか。どんなに頑張っても何が一番大事なのかという方向が間違ってしまうと、最終的には今までの努力、頑張りなどがまったく意味のないものになりかねません。私たちの人生がまるでこのようなものではないかと思うし、また聖書にはそのように語っています。だから、そのような人生を歩いてはいけません。皆自分なりに「これが人生です。このために生きます。人生生きるときにこのように、あんな風に、こういう理論に従って、これのために」といういろいろな自分なりの基準を持って生きていきます。しかし、本当にそれで良いのでしょうか。本当にそれは方向があっているのでしょうか。そのような人生にならないために、まず私たちは人生の中で何が一番大事な重要なものなのかを把握しなければいけません。それを知らないで、それが間違っているのに一生懸命頑張るというのは逆により虚しいことになる可能性があります。何が私たちの人生の中で一番大事なことであり、一番重要なものでしょうか。地球上、一番大事な出来事と言えば何でしょう。それを知らないで、とにかく一生懸命、まじめにやる。それで人生うまく行くものではないということをまず覚えていただきたいと思います。

今日の聖書を見ると、そのような人がよく映っています。イエスさまが安息日に１８年もの間、悪霊にとりつかれて腰が曲がって伸びない、そのような女の人をイエスさまが癒されました。それを見ていた会堂の管理者は「なぜ安息日にそのようなことをするのか。他に６日もあるではないか。そのような癒しの働き、何かをするためには残りの６日で十分ではないのか」と自分なりには安息日を守るために、安息日のルールをしっかり守るために、「それが良くすることだ、それが良い人生なのだ」と確信を持っています。それでイエスさまのことを訴えていたのです。それに対してイエスさまが「偽善者たちよ」と言いながら「あなたがたは自分の牛やロバなどは水を飲ませないと死んでしまうから、日曜日の安息日にも心配して水をきちんと飲ませるでしょう。動物にも自分の飼っているペットにもそのようにしているのに、今捕らわれているたましい、人間が癒されるということは安息日にするのが当たり前でしょう。あなたは今地球上、人生の中で何が一番大事なものなのか、何が一番貴重なことなのかを知らないでいるのではないのか。なぜあなたのロバ、馬、牛より人間が軽く扱われているのか」という話をしていらっしゃいます。会堂管理者は別に悪気があって言っているのではありません。自分なりにはまじめに、自分が持っている基準に従ってしっかり頑張っています。でも、神の前でそれは結局虚しいことであり、最終的には本当に大事なことを邪魔することになってしまいました。このような人生を送っていてはいけないのではないでしょうか。
今日、礼拝をささげている兄弟姉妹、皆さんはこのような自分なりにはというのはありますが、最終的に愚かな人生になるという人生を歩いてほしくありません。ですから、まずどのように努力して、何をするのかと言うことの前に人生において一番重要なこと、地球上最高の出来事、それは何なのかと言うことを先に確認していただきたいと思います。そうすると、それを中心にしてこれから何をどうするべきなのかという答えは与えられるようになりますので、そのためにまずこの会堂管理者の問題はどこにあったのか。今の教会に通っているクリスチャンでも、もちろん世の中の人は言うまでもありません。何が問題なのか、私たちには何がまず優先的に必要なのかというと、第１にいろいろな知識を持っているのですが、その前に霊的な事実があるということを知らなければいけません。世の中には、地球の上には、私たちの人生には目には見えないけれども霊的な事実というものがあります。霊的な世界がしっかりとあります。今まで私たちは自分の目で確認できるもの、目に見えるもの、それがすべてだと、またそれが一番大事なメインだと思って人生生きてきたと思います。霊的な事実というものはそのように目に見えるものではありません。そのような意味では隠れているかもしれません。見えない、しかし、事実です。特に、地球、この歴史、私たちの人生の根幹を形成している内容が霊的な事実です。その霊的な事実がしっかりあるのにそれを知らないでいると、自分なりにはというものはありますが、結局は方向が間違っていて最終的には愚かな人生、虚しい人生になるしかありません。どんなに一生懸命、頑張るかの前に何のために生きるのか、それがまず大切です。そのためには何が一番重要なのか知らないといけないでしょう。その理解のために大切なのが人生の中には、この地球の上には目に見えるものだけではなく霊的な事実、しかしそれが目に見えないけれどメインであり、すべてを動かす根幹であるということをぜひ悟っていただきたいと願います。つまり、私たちが今、目でこの人はこういう格好なのだというのは目に見える肉です。しかし、このような人間は実は目には見えないけれども創造の神であり、創造主である真の霊であられる神様によって造られた被造物です。それが霊的な事実です。自然に何かが進化してこのような形になったのではありません。神様がいらっしゃるのですが神様は目に見えません。神は霊であります。私たちの目に見えないから神を無視して神様がいらっしゃらないかのように生きていきますと、どんなに頑張っても結局は愚かな人生になるしかありません。その人の心が悪いからではなく、霊的な事実があるのです。その神様が地球、宇宙のすべてを創造なさいました。自然にできたものではなく創造主による作品です。これが霊的な事実です。同じものを、目に見える何かの事柄を見たときにもそれだけを見るのと、その裏にある神のみわざを見るのとは違います。霊的な事実があります。神様がこの宇宙を造られたときにその中で特別に人間だけは霊的な存在として造られました。だから、皆さんが理解している人間は、人間のすべてではないし本来の人間でもありません。神様は人を造るときに犬や猫のような動物とは最初から違う存在、霊的な存在、神のかたちに造られ、人間には目には見えないけれども人間の根幹になるたましいが与えられているものです。たましいを見たことがありますか。信じようともしません。だから、ただ歌がうまい、顔がハンサムだ、不細工だ、それだけですべて評価したり、それしかよくわかっていません。でも、人間は犬や猫、ペットとは違います。霊であられる創造の神様が最初から人間の中には神様と交わることができる、神様と疎通ができる、コミュニケーションがとれるたましい、霊的なたましいを与えられました。でも、人間のことを考えるときに、このたましいのこと、つまり、霊的な存在だということを知っていて人のことを扱う人はハーバード大学にもいません。それでこの地球はチグハグして歴史は混とんしているだけなのです。一人の人生を見たときにもぐじゃぐじゃになるしかありません。人が単に悪いからではありません。だから、「皆悪い人間にならないで良い善良な人間になりましょう」と叫んでいますが善良な人間がいないから人生がぐじゃぐじゃになるわけではありません。霊的な事実があるのにそれにまったく無知なのです。それには盲目です。自分のことを考えるときにたましいのことをどれほど考えるでしょうか。それが事実であり、もっと大切なのはその霊的な事実が根幹、メインなのです。私たちは神様によって造られた尊いもので、その価値は他の被造物の何ものにも比べることができない尊い貴重な存在です。この神のかたちに造られた人がなぜ今このような苦労をして大変な目にあり辛い人生を送るようになったのかということも、世の中の人は知りません。それが霊的なことです。人が目に見えない悪魔、サタンという神に敵対する霊的な存在がいますが、この悪魔、サタンが目に見えないけれども人を惑わしだまし、人が神に罪を犯すように惑わしました。それで神様が「とって食べてはいけない」と命じていらっしゃいました善と悪の木から実を取って食べました。目に見えることを見ると、その木から実を取って食べたということですが、実はそうではありません。それは神様との契約があって、それを取って食べたという行為の問題ではなく、その裏には霊的なものすごいことが起きたのです。神を裏切り、神に背いて、神から離れてしまうことになるのです。目に見えることは、実を取って食べたことでしょうが霊的な事実をいうものはそこで終わるわけではありません。自分がそういうつもりだったのかどうかは別にして、神を裏切ったというのは霊的な事実です。取って食べたということは神への不信仰の現しであり、結局神から離れてしまうようになりました。魚が水から飛び出してしまったのと同じように、このような霊的な出来事がありました。しかも、それが目に見えない悪魔、サタンのしわざによるものです。実は蛇に誘われてそのようにしてしまったのですが蛇の問題でなく、その裏に蛇の中に入って人を惑わしていた目に見えない霊的な存在、悪魔、サタンのしわざだったのです。皆、蛇、蛇と言うでしょうが。エバも蛇、蛇と言いました。霊的なことがわかっていません。皆さんの旦那さん、奥さんを見たときに、社会の様々な現象、現状を見たときにも、ああだ、こうだといろいろなコメントがあります。裏にある霊的な事実はまったくわかっていないで述べているだけです。霊的な事実があるということを知らないと何が一番大切なのかがつかめません。その結果、取って食べた目に見える行為の問題ではなく、それは神様から離れて神を裏切ることであり、そして自分が願ったわけではないけれども目に見えない悪魔、サタンとくっつくようになって悪魔、サタンがその人の人生とたましいを支配するようになることです。これが霊的な事実です。それを全部合わせて罪と言います。罪は悪いことした、そんな簡単な話ではありません。このような霊的なトラブルが起きていました。これを知らないと人生を理解することはできません。その結果。いのちの根源である神から絶たれて、その神を離れて裏切り、その代わりに神と敵対している悪魔、サタンに自分も知らないうちにたましいとその人の人生が支配されて捕らわれるようになってしまったので、人生良いことあるはずがありません。そのときから、偶像崇拝をしながら様々な霊的な問題を患い、人の頭では理解できないいろいろな苦しみを味わうようになり、それが精神的な問題に発展していくその人の心から平和と安らぎをすべて奪い取ってしまい、家庭も破壊し崩壊して社会も青少年も崩壊していくようになるのです。国と国との戦争をしながら敵対する関係になるしかないし、自然環境も人に襲いかかるようなものに全部変わってしまうようになりました。これが霊的な事実です。多くの人が様々な形で苦しみを味わいつつ人生を歩いています。私たちの目で見たときにもいろいろな苦しみがあります。でも、その目に見える苦しみが問題ではなく、その裏に霊的な事実があるのです。いのちの根源である神から離れて神と敵対している悪魔、サタンにたましい、人生が縛られて支配されて捕らわれています。今日の聖書に書いてある１８年間、腰が曲がって伸びない人はこの形に現れているだけであって、聖書のローマの手紙３章２３節を見ると「すべての人は罪を犯したので神からの栄誉を受けることができない」とあります。形はいろいろ違うだけであって、皆がこのサタンの手に捕らわれて自分ではどうすることもできない滅びの運命の力に捕らわれて縛られて人生を生きていきます。その結果、いろいろなトラブルが起きています。安らぎなどはまったくあり得ません。人の安らぎ、人の真の安息というものはこのいのちの主である創造主の神様とつながっているときに、その神様を信じる信仰を持つときに与えられるものです。その神から離れて神の祝福から絶たれている以上、人間にはお金があっても愛情があっても権力を手に入れたとしても真の安らぎと安息は期待できません。その反対の物ばかりです。不安と憎しみと焦りばかりです。政治家を見ていても経済界、芸能界を見ていてもそのような内容ばかりです。社会を見ていても個人一人一人を見ていても安らぎが見られません。自分もよく気づいていないでしょうが何かに縛られ捕らわれている人生です。しかも、それは人の力や世にあるものでは解き放つことができないものです。刑務所の中にいる囚人は肉体的に囚人ですが、まるでその囚人のように鎖につながれて何かに縛られて逃げ出すことができない人生を生きていくのです。だから最終的には滅びるしかありません。人間には一度死ぬことと、死後には裁きを受けることが定まっています。一言で言いますと、このような霊的なトラブルによって人は自分の意志と関係なく霊的な力、悪い霊の力に縛られている人生なので安らぎを失っている人生です。安息を失って奪われている人生です。それでその結果、聖書には自分の罪と罪過の中にあってたましいは死んでいる状態であると言われています。そのような状態である人は金持ちになり、ある人は貧乏で、ある人は教師になって、ある人は犯罪者になり刑務所に入ったりの違いだけであって、根本的には罪過と罪との中に死んでいる状態です。一人も例外はありません。歴史をよく吟味してみると、うなずくようになるのではないでしょうか。たましいが神を離れて悪魔、サタンに支配され捕らわれているということが死んでいるという意味ですが、その結果、その一番の証拠が何かと言うと空中の権威を持つ支配者、悪魔、サタンに従って世の流れ、世の風習に従うようになります。宗教や偶像崇拝や、とにかく真の神様とは距離を置いてその反対の方向に向いて歩くようになるのです。それが一番の証拠です。それに捕らわれて人生を生きていきます。

それで聖書には安息を失っている人生のことをこのように表現しています。生まれながら神の御怒りを受けるべき子らして生まれると。生まれるときには白く生まれ、それが生きていくうちに汚れるか、あるいはそれがピンク色で染まるかと言っているのですがとんでもありません。生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれます。どうしようもありません。今世界が力を合わせてどうにかしようと世界平和を唱えていても、この捕らわれている束縛からは逃げることはできません。環境改善を訴えて原発の代わりに再生エネルギーを何とかしましょうと会議をし、研究を一生懸命頑張っています。それでそれが発展することもあるでしょう。また発展しないといけないと思います。しかし、どんなに再生エネルギーが発展し優れたものになったとしてもこの霊的な束縛からは逃げ出すことはできません。束縛されているままの状態で行われているだけです。最終的どうなるでしょうか。これだと思って穴をあけてみると敷地内なのです。そのままです。何も根本的には変わることがありません。これが人生です。アメリカの人、ヨーロッパの人、日本人、こういう意味では何も違いはありません。根幹がだめになっています。聖書がその人はとても健康な人だと言いているときはこのお話にうなずくときに言います。そして、うなじがこわい者、高慢な人間というときには別に頑固な人と言う意味ではなく、今のこのお話を受け入れない人を高慢と言います。アメリカの人でも会社の社長でも末端の社員でも裁判官でも裁判を受けている犯罪者でも根幹においては皆同じです。皆、束縛の中にいます。だから結局だめです。皆さんが大学を出て一生懸命、仕事をしていてもだめです。この社会のためにすべてをささげて奉仕をする、それはありがたいのですがこの束縛には何の影響もありません。このあいだもテレビを見ていたら日本人の青年が医者になり勤務地まで決まっていたのにアフリカの子どもたちを助けるために単身渡っていき、アフリカの女性と結婚し、大変な苦労をしながら教育に力を注いでいました。皆感動して「何か今まで失ってしまったものを見ているような気がします」と涙を流す人もいたし私も感動しました。なかなかあのような若者は最近見かけないなと思いました。けれども、私が見た最終的な結論は、それにもかかわらずそのお医者さんも、今災難に遭っているアフリカの子どもたちも悔い改めない限りは希望はありません。そこには安息はありません。霊的な束縛から逃れるということとはまったく別な話です。これが霊的な事実です。これを知らないと本当の意味で人生を正しく理解することは無理でしょう。
それで私たちは認めたくないでしょうが、聖書にはイエスさまが自らおっしゃいましたが、「あなたがたはあなたがたの父である悪魔から出たものである」とここまでひどいことを言っています。束縛されています。だから、安息などはありえません。人生、根本的にどんなにすごいゲームがあって自分の趣味を思う存分楽しむことができて、自分が願っていたことすべて達成したとしても安らぎは得られません。この束縛からは逃げられません。これが霊的な事実です。本当はどんなに頑張ってもどんなに正しいことをしても最終的にはクエスチョンマークが残ります。その理由が今日のこのお話です。霊的な事実があります。ぜひ覚えていてください。これは脅迫でも脅かしでもありません。事実です。目に見えないだけであってそれがいろいろな形に現れているだけですが、人生はこの地球の上は霊的な事実があり、霊的なトラブルがありました。それでその結果、私たち人間は人生そのものが霊的に悪魔、サタンに縛られ束縛されている状態です。これを本当に知っていらっしゃるのでしょうか。本当にこれを見たことがあるのでしょうか。本当にこれを「アーメン」と言っていらっしゃるのでしょうか。うなずいていらっしゃるのでしょうか。そうならば、この地球上もっとも重要なこと、一番重要、大事な事柄、出来事というのは、人が束縛から解き放たれて安息に預かるようになること以上に大切な重要なことはありえません。何が自分の人生においてこの地球の上で一番大切なことでしょうか。人が自然破壊し自然保護運動などが活発に行われています。たぶん、ある意味では止められないものだと思います。人がだめなので。でも一生懸命、やっています。でも、勘違いしていてはいけません。一番重要なのは人間です。自然ではありません。なぜ自然保護などを訴えているのかと言うと自然がかわいそうだからではなく人のためです。本当に霊的なことが分かっているものはペットや動物が一番ではなく人間です。だめな人間もいろいろな人間がいますが、とにかく地球上、最高の出来事、最高のテーマは人です。動物愛護団体などの活動は必要なものだと思います。勝手に動物などを殺してはいけないでしょう。でも「動物がかわいそうなので」ではなく、それも人間のためなのです。これは彼らから見ると今の話はおかしく聞こえるかもしれません。これは人間のエゴとかいう意味ではありません。たましいのある存在は人間だけです。他は全部消耗品のような者です。人間のために神の栄光のために存在するものです。でも、多くの人がその価値にたいしてもこんがらがっているでしょう。なぜでしょうか。いろいろな知識、理論があるにもかかわらず、霊的な事実は分かっていないということです。残念なのはクリスチャンの中にも教会に通うからそれで良いのではありません。霊的な事実がわからないと教会に通っていても今日の会堂管理者のように福音を、一番大事なことを邪魔することになりかねません。何と残念でしょう。自分がわざと悪いことをしようと思ったわけでもないのに、霊的な事実が本当に分かっていれば、これも大切これも必要いろいろあるでしょう。それを無視するわけではありません。しかし、一番大切なのは人であり、その人がその人のたましいが今縛られているところから、サタンの支配から、滅びの運命の支配から解き放たれることではないでしょうか。これには理由も理論も何も存在しません。つまり、絶対的なことです。すべてを全部超越するテーマです。どんな名分、理論にもひっかかることはありません。逆にすべてのことが、この人のたましいが束縛から解き放たれて真の安息、安らぎに預かることのためにすべてがあるものです。それが正しい位置づけです。だから、霊的な事実が本当に心から分かっていない人は、自分のことでも世の中のことでも正しく整理できません。何が一番大事なのかわかっていないまま一生懸命、人生生きると、結局結論は刑務所の敷地内になってしまいます。無駄なことになってしまいます。皆さんの専門をどんなに磨いて研究し花が咲いたとしても、敷地の中になってしまうのです。なぜそのような愚かな人生を送るのでしょうか。クリスチャンの私たちはそこから解放されて、解き放たれ自由になって、これからは刑務所の外側に穴を開けてばんばんと楽しい人生を生きる存在です。霊的なことをわかっていないと会堂管理者のように今、地球上最高の出来事がそこに起きて喜ぶべきなのにそれを非難する側に立ってしまいます。自分が持っている大事なことのために、自分が持っているルールのために、自分が持っている既存の基準、そのルール、決まりを守るために一番大事なものを殺してしまうようになるのです。何が大切なのでしょうか。そういう意味で本当は霊的なことをわかっている者は何もひっかかることなどありません。秩序を乱してはいけないでしょう。でもクリスチャン、霊的なことがわかっているものはすべての秩序の中心はこれです。これを中心にしてすべての秩序が整理されるようになります。それでイエスさまもおっしゃったでしょう。「わたしについてくるものはあなたの家族も親戚も、あなたの故郷も全部捨てなさい」と。意味が分かるでしょうか。秩序の意味が。今まで一番大事にしていたお金、それも捨てなさいとおっしゃるのです。なぜでしょうか。それが一番大事なものではないからです。人のたましいがサタンの束縛から、地獄の束縛から解き放たれることよりあなたのお金が大事なのかと問いかけていらっしゃるのです。それが聖書のお話です。霊的な事実が分かれば地球上、最高の出来事と言うのはたましいが解き放たれて真の安息、つまり、真の神様の御胸に飛び込むようになることです。それ以外にはありません。安息日は元々そのために許されているその日なのに、そのメインは抜けていて「安息日はこうすべきだ。ああすべきだ」という飾りばかり残って縛られていて大事なものを見失っている姿です。高校生クイズ王とかいう天才みたいな人がいます。東大生の正解率が２％しかないのに彼らは４０％以上答えます。ものすごい天才です。しかし、霊的なことがわかっていなければ博士であれ、高校生クイズ王であれ、すべてがチグハグになるしかありません。ＩＱの問題ではありません。皆さんぜひ覚えていてください。一番大切なのは私たちが今まで目で見てきた体験してきた内容でなく、根幹の方に目に見えない霊的な事実があるということをぜひ覚えていただきたいと思います。しかも、それがわかっていないとすべてがチグハグになるしかありません。愚かな人生になるしかありません。頭が天才でもそうなるしかありません。いつも一生懸命、人生を自分なりにまじめに頑張ってきた結果が刑務所の敷地内になるしかないのです。覚えていてください。ですから、どれほど頑張ってどうするかと言うことの前に霊的な事実に目が開かれなければいけません。そして、何が一番大事なのかという答えをしっかりと手に入れないといけません。それは人なのです。人が一番大切なのです。人だけが霊的な存在です。人がそのたましいが悪魔、サタンに、滅びの運命に束縛されているのです。しかも、人はそこから一歩も出られません。そこから解き放たれることより大事なことはありません。だから、今日の聖書はどのような律法、どういうルール、理由、どんな大義名分であっても理由にならない、これが一番大事です。邪魔されてはいけません。すべてを超越して絶対的な理由、これが今日のメッセージです。
そうならば、解き放たれて真の安息に預かるこのことが人の力ではできない、霊的なトラブルなので、この真の安息を与えるために神様自ら、人間の体をとってこの地上に来られました。その方がイエスさまです。つまり、イエスさまが一番大事な、一番、最高の出来事であるたましいに安息を与える安息の主人です。イエスさまだけが安息の安らぎの主人です。それで最初から霊的なトラブルが起きて束縛されるようになったときから神様はおっしゃいました。「女の子孫が来ることによって蛇の頭を踏み砕くよ。それでその束縛から解き放たれるようになるよ」とその女の子孫がいろいろなことに表現されてこの地上に来られるようになりました。その女の子孫のことをキリストと言います。キリストは何かと言うとこの束縛を丸ごと完全に永遠に打ち砕いて、そこから人を助けるという意味です。キリストというのはこの人を束縛している運命、サタンの力を、頭を完全に踏み砕いて勝利されましたという真の王様と言う意味があり、神から離れて安息を失っていた人に神さまと出会うように神に出会う道ですといのちを意味する預言者という意味がそこにあります。そして、このすべての理由になった罪、根幹にある罪、その罪を完璧に清めて身代わりと贖いの犠牲のいけにえとなってその罪を完璧に清めて解決された祭司という意味があります。この祭司、預言者、王様と言う言葉を合わせてキリストというわけです。キリストがその女の子孫です。人を一番尊く大事な人間を霊的なサタンの滅びの運命の束縛から解き放つことができるのは、真の安息に導くことができるのは、安息の主であるイエス、キリストであるイエスしかいらっしゃいません。このイエスが１８年間腰が曲がっている女の人をそこから解き放って、それから真の安息に導いていらっしゃった場面です。聖書にはイエスが安息の主であるという証拠がたくさん書かれています。ここに立っている自分もその証人の一人です。束縛されているところから。５回離婚して６回目は戸籍に名前を載せることもできないまま不安で身を隠して生きていたその女性がすべての束縛から放たれて、「私はメシヤに会った。私は新しい人生をこれから生きていきます」と１８年間病気を患ってどうしようもない否定的な思い、絶望感に捕らわれていたその人がイエス・キリストに出会ったときにそこから完璧に解放されて新しい人生を歩くようになりました。それでイエス・キリストはおっしゃっています。「すべて疲れて重荷を負っている者はわたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます」と。「だれでもイエスの名を呼ぶ者は以前のものは過ぎ去りすべてが新しく変えられます」。イエス・キリストを信じて受け入れる者は死と罪の原理から完全に解放されるようになります。イエスはキリストです。真の安息の唯一の主です。地球上一番重要なことは人の安息です。人が目に見えない霊的な束縛に捕らわれているのですがそこから解き放たれることより大切なことはありません。他の何かが邪魔したりそれより先走ってしまうようなことはあってはいけないし、そういうことはあり得ません。自分が霊的なことが分かっていないので何が重要なのか重要性が分かっていないがゆえに、なぜ安息にそんなことをやるのかと言うだけであって、すべての理論やすべてを超越した絶対的なテーマです。人の安息。束縛から解放される道は安息の主、イエスを信じて受け入れること以外にはありません。
それでまとめますと、地球上、最高の出来事はイエスをキリストとして信じて受け入れることです。イエスを信じることです。そうするとすべての束縛から解き放たれるようになります。その瞬間から、しかも永遠に二度と神の御手から私たちを奪い取ることはできません。二度とキリスト・イエスの内にある神の愛から私たちを切り離すことはできませんとイエス・キリストがおっしゃいました。イエスさまを信じている人々に今現在、肉体的にそんなに良いことがありません。環境はものすごく厳しい環境でした。そんな弟子たちに向かってイエスを信じているから、「わたしはあなたがたに平安を残します。この平安は世が与える者とは違います」とおっしゃいました。イエスは安息の主です。だから、イエスさまを信じることによって真の安息、安らぎに預かることより大事なこと、重要なことは存在しません。ぜひ覚えていただきたいと思います。
結論を申し上げますと、地球上、最高の事柄と言うのは一人のたましいが霊的な束縛から解き放たれて神の真の安らぎの中に入っていくことです。そのときに私たちは平気で見ているかもしれません。それにどれに目が開かれるかの違いだけです。そのときに聖書は語っています。天においては神様がひとりのたましいがサタンの束縛から解き放たれることがどれほど大きな出来事なのか、すべての行事をストップし天使が８時でもないのに全部集合し、「皆喜ぼうじゃないか、皆賛美しようじゃないか、皆喜びの歌を歌おうじゃないか、あの日本の埼玉のあのたましいが悪魔、サタンの束縛から解き放たれたのだよ。イエスをキリストとして受け入れたのだよ」というくらいです。イエス・キリストを信じることより重要なことはありません。皆さん、このメッセージが約束になってぜひこの約束が皆さんに成就するように祈っていただきたいと思います。本当にそうであれば私たちはこのようにメッセージをまとめる必要があります。人の真の安息、たましいの救いより重要なもの、先走って良いものは存在しません。言葉を変えますとイエス・キリストを信じて受け入れることより先走ってよいこと、あるいは重要な大事なこと、大きなことは存在しません。そうならば、幸いなことにそのイエス・キリストを信じて告白して受け入れるようになったら、信者の私たち神の民である私たちはこのメッセージを握って、イエスさまの中にある真の安らぎと安息、救いの大きな完璧な祝福を常に味わい優先にして、これに近づくことができないように邪魔するものが自分の中にあれば、それはどういうことであれ、それは理由はありません。全部、排除するようにしましょう。それが過去の自分の経験であれ、あるいは何かの理論であれ、あるいは今現在の自分の現実の様々な問題であれ、自分の心の傷であれ傷の反動であれ、親が教えてくれた内容であれ、どういうことでも目の前にある不安なことがあっても、あるいは自分の弱さやいろいろなことがあるでしょう。何があってもキリスト、イエスの中にある真の安らぎと救いの祝福を味わうことに邪魔になるものがあれば全部嘘です。全部排除するように。イエス・キリストにある安らぎと救いの祝福を何があっても真っ先に一番重要な課題として常に味わってみてください。皆さんに神の国が目に見える形で現れるようになるでしょう。だから、順番として常に第一にしていないといけません。たとえ死の谷の影を歩くようなことがあっても、死の陰の谷をああだ、こうだと言う前に「この陰があまりにも暗すぎるよ」が安らぎを奪っていくことであれば、これは間違いです。「この暗さの前にキリスト、イエスにある主が私の牧場の羊飼いであり、私には乏しいことはありません」この告白を真っ先に一番先に歯を食いしばってでも告白しましょう。これが今日のメッセ―ジの適用です。心がけてください。今までの体質があるから常にそうならないでしょうが理由がないです。これには理由がありません。理由があってはいけません。それでパウロも言いました。常にこの質問を自分自身にぶつけてください。「あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることがわかっていないのか」と。どこででしょうか。家庭内の様々なトラブルによっておしまいだと思うそのときに「あなたは神の聖霊が宿っている神殿であることがわかっていないのか」と自分に質問し、イエスによる安らぎと救いの大きな祝福それを逃しては行けません。それを常に第１に握って涙がポロポロ出ても涙とともにこれを逃してはいけません。人にある神から与えられるイエスの中にある真の安らぎと救いの祝福より大きなもの、先走ってよいものはありません。私たちがそれを大きいと勘違いしているだけであって、そういう意味で皆さんに聖餐のカード、聖餐の告白を配ったのは、それを携帯できるようにカードにしたのはいつでもどんなときでも常にそれを一番先にやりなさいと言う意味です。安息日なのになぜというように何かほかの理由があってそれに邪魔されてはいけません。これがまず第１です。
それから、もう一つはそれを味わって皆さんそれぞれに許されている現場に行きます。その現場にいるいろいろな理由があるでしょう。主婦は家事のために子育てのために、あるいは自分の専門を生かすために、仕事のために、勉強のためにいろいろな理由があると思います。それを軽く思ってもよいという意味ではありませんが、変えてください。その現場において特に人を見てください。人を見ていてイエスにある真の安息が必要なたましいを見ていてください。常にそれを見ていてください。その人が私を教える教授であっても才能の面において理論においては私よりずっとはるかにまさる優れた才能を持っている人であっても、それはそれなりに認めて尊敬するのは構いません。でも、私たちは真の安息があの人には必要です。そうでないと結局はあの才能を持って刑務所の敷地内です。それを見て現場での祈りを変えてください。１回でも良いです。現場で皆さんが本当にこの現場に、現場の人間に霊的なことを中心に考えてイエスにある真の安らぎが、真の安息が、彼らが本当に捕らわれている束縛から解き放たれることを祈る、そのような祈りを１日１回でも良いです。そのような祈りとその結果どうなりましたというお証しをお互いに語り合うことをフォーラムと言います。最近、娘も会社に通い始めるようになりました。初めての環境で初めての仕事でいろいろなことがあっていろいろな話があります。私は祈っています。このようなお証しが出てくるのを待っています。祈っているでしょう。恥ずかしいから言わないだけで。現場の祈りを回復しないといけません。会社やどこかへ行って他のことを考える前に一番優先に現場の祈りをしてください。何のためにその現場に行っているでしょうか。彼らを手伝うために、会社の繁盛のために、皆さんの勉強のために？では勉強してどうするつもりですか。良い会社に就職するつもりですか、就職してどうするつもりですか。良い人と結婚してある程度の貯金を持って。それでそうしますか。それでクリスチャンなのに敷地内。その現場とその実力が人をどう変えるのでしょう。それを別に軽んじるという意味ではありません。そのような愚かな人生をクリスチャンの私たち、特にレムナントがそのような人生を送るというのはなんと残念でしょう。たとえ実力はそれよりちょっと下であってもこの方向性を持っている者は、この現場の祈りを優先にしている者は、神様はそのちょっと下のそれを祝福して用いられるようになるでしょう。掃除係の人も行く行くは総理大臣にもなれるのです。なるかどうかは何の問題もありません。何のためになるのかが問題です。霊的な事実が分かればたましいが束縛から解き放たれないといけません。今たとえば災害によって大洪水になり人が流されています。もうすぐ絶壁です。そこで何が一番大切でしょうか。不治の病に罹っていて。そのような感覚がないでしょう。霊的なことだから皆そのような状態です。そこでなぜそこに入ったのか、今どのような泳ぎ方がよいのかなどは一切いりません。早くそこからひきあげないといけません。そういうお話です。そこで理論も理由も何もないです。すべて超越して優先で絶対的な理由です。それを握って人生を生きるのです。まず自分自身が幸いにもその祝福をいただいているので、これを奪われてはいけません。それから、現場の祈りを回復しましょう。
それから、最後に、そうならば、できるだけ祈りつつ肉の喧嘩、肉の戦い、肉の動機などからは早く卒業するようにして、早くやめましょう。どちらがよいか正しいかわかりませんが肉の戦いはできるだけ譲って止めましょう。大事なのは霊的なことなので肉の戦いによってこれが見えなくなって邪魔になってはいけないのではないでしょうか。このことが皆さんの生活の中で具体的に皆さんのものになって神様の祝福を自分のものに体験することを祈りたいと思います。
〈お祈り〉
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。私たちは神の恵みによって救われたにもかかわらず、どのようにして生きるべきなのかに対しては古きのままです。どうか霊的な事実に目が開かれて、何が人生において一番大事な重要なことなのか結論を出し、それを中心にして人生を生きることができるように、それを中心にすべての人生の秩序が整理されるように一人一人を祝福してください。それでこのキリストにある安息の祝福を存分に味わい現場でたましいが解き放たれる真の安息に預かることのための祈りを回復することができるように一人一人を祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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